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は
　
じ
　
め
　
に

一　

爾
朱
氏
と

「北
人
」

　
1
　
爾

朱
　
氏
　
と
　
は

　
2
　
　「北
人
」
に
つ
い
て

二
　
爾
朱
栄
と
爾
朱
栄
集
団
の
活
躍

　
-
　
爾
朱
栄
の
生
涯

　
2
　
爾
朱
栄
集
団
の
活
躍

三
　
爾
朱
栄
集
団
の
構
成
と
歴
史
的
存
在
意
義

　
1
　
爾
朱
栄
集
団
の
構
成

　
2
　
爾
朱
栄
集
団
の
歴
史
的
存
在
音
心義

　
お
　
わ
　
り
　
に

は
　

じ
　

め
　

に

　
後
漢
末
期
よ
り
北
方
民
族
の
中
国
移
住
が
始
ま
り
、
五
胡
十
六
国
時
代
は
彼
等

の
王
朝
が
乱
立
し
た
。
北
魏
を
建
国
し
た
拓
抜
氏
も
鮮
卑

で
あ
り
、
北
方
民
族
は

重
要
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
北
方

民
族
と
漢
人

の
融
和

の
問
題
も
避
け
て

は
通
れ
な
い
。

　
谷
川
道
雄
氏
は
五
胡
十
六
国
、
北
朝

時
代
を

「先
隋
唐
時
代
」

と
し

て
と
ら

え
、
隋
唐
帝
国
の

「原
基
体
と
も
い
う
べ
き
社
会
形
態
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い

か
」
と
独
自
の
史
観
を
展
開
し
、
ま
た

「北
魏
末

の
内
乱
は
、
胡
漢
そ
れ
ぞ
れ
に

お
い
て
自
由
を
め
ざ
す

一
大
潮
流
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。L
と
し
て
六
鎮

の
乱

の

目
的
を
門
閥
主
義
の
克
服
に
求
め
、
北
方
民
族
と
漢
人
の
融
和
の
方
向
性
を
示
唆

　

①

す
る
。
ま
た
直
江
直
子
氏
は

「北
朝
後
期
政
権
に
継
続
す
る
北
族
社
会
の
基
礎
構

造
の
分
析
は
、
谷
川
氏
の
論
の
不
足
を
補
い
そ
の
再
検
討
を
行
う
も
の
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

と
し
て
、
北
方
民
族
の
社
会
形
態
を
検
証
す
る
。

一
方
、
川
本
芳

昭
氏

は

「
(谷

川
、
直
江
)
両
氏
が
描
か
れ
て
い
る
北
魏
～
北
朝
末

の
社
会

の
全
体
像
を
私
が
抱

い
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
と
重
ね
合
わ
せ
る
と
き
微
妙
な
ズ

レ
を
感
じ
も
す
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
端
的
に
言
え
ば
、
私
が
当
該
時
代
に
お
け
る
部
族
制
の
伝
統
を
両
氏

に
比
し
て
よ
り

一
層
重
視
す
る
の
に
対
し
、
両
氏
が
留
保
を

つ
け
な
が
ら
も
、
部

族
制
の
消
滅
、
胡
漢
を
通
じ
て
の
豪
族
共
同
体
の
出
現
を
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

っ
て
生
じ
て
来
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。」
と
述
べ
、
北
魏
全
般
を
通
じ
て
部
族

制

の
伝
統
を
重
視
す
る
。
谷
川
、
川
本
両
氏
の
北
魏
の
北
方
民
族
の
社
会
形
態

に
対

す
る
見
解
は
齟
齬
を
生
じ
て
い
る
。
し
か
し
従
来
の
研
究
で
も
、
い
ま
だ
こ
の
問

題

に
対
す
る
定
見
は
な
い
。

　
北
魏
末
期

の
権
力
者

の
爾
朱
栄
は
契
胡
出
身
の
武
人
で
、
六
鎮

の
乱
の
鎮
圧
者

で
も
あ
る
。
本
稿
で
は
北
魏
末
期
の
北
方
民
族
の
姿
を
体
現
す
る
者
と
し
て
爾
朱

栄
を
取
り
上
げ
、
隋
唐
帝
国

へ
の
大
き
な
時
代
の
流
れ
の
中
に
お
け
る
彼
の
果
た

し
た
役
割
や
北
魏
末
期

の
北
方
民
族
の
社
会
形
態
を
考
察
す
る
。　
　
　
　
　
　
　

瓣



史 窓

一　

爾
朱
氏
と

「北
人
」

ユ
　
爾
朱
氏
と
は

『
魏
書
』
巻
七
十
四
爾
朱
栄
伝

に
次

の
よ
う
に
あ
る
。

爾
朱
栄
は
、
字
は
天
宝
と
い
い
、
北
秀
容

の
人
で
あ
る
。
そ

の
祖
先
が
爾
朱

川
に
住
ん
で
い
た
の
で
爾
朱
を
氏
と
し
た
。
常
に
部
落
を
領
有
し
、
代
々
酋

帥
で
あ

っ
た
。
高
祖
の
羽
健
は
、
登
国
の
初
め
に
領
民
酋
長
と
な
り
、
契
胡

の
武
士
千
七
百
人
を
率
い
て
拓
抜
珪
に
従
い
晋
陽
を
平
ら
げ
、
中
山
を
定
め

た
。
功
を
論
じ
て
散
騎
常
侍
の
官
を
授
け
ら
れ
た
。
秀
容
川
に
居
住
し
て
い

る
の
で
、
詔
し
て
三
百
里
四
方
の
土
地
を
割
譲
し
て
封
ぜ
ら
れ
、
長
ら
く
世

業
と
し
た
。
…
…
羽
健
は
世
祖
の
時
に
死
ん
だ
。
曽
祖

の
鬱
徳
、
祖

の
代
勤

は
、
継
い
で
領
民
酋
長
と
な

っ
た
。
代
勤
は
世
祖

の
敬
哀
皇
后
の
舅
で
あ

っ

た
。
外
親
で
あ
り
し
ば
し
ば
征
伐

に
お
い
て
も
功
が
あ

っ
た
の
で
、
百
年
分

の
租
税
賦
役
を
免
除
さ
れ
、
立
義
将
軍
に
除
せ
ら
れ
た
。
…
…
高
宗
の
末
、

寧
南
将
軍
を
仮
授
さ
れ
、
肆
州
刺
史
に
除
せ
ら
れ
た
。
高
祖
は
梁
郡
公
を
賜

爵
し
た
。
年
老
い
た
の
で
官
職
を
辞
す
る
と
、
毎
年
絹
百
匹
の
授
与
を
定
例

と
し
た
。

九
十

一
歳
で
死
ん
だ
。

…
…
鎮
南
将
軍
、

井
州
刺
史
を
追
贈
さ

れ
、
諡
を
荘
と
い

っ
た
。
…
…
父

の
新
興
は
、
太
和
中
、
酋
長
を
継
い
だ
。

　
…
-
牛
羊
駝
馬
は
種
別
に
群
れ
を
作
り
、
谷
の
数
で
数
え
る
ほ
ど
の
多
さ
で

あ

っ
た
。
朝
廷
に
征
討
が
あ
る
毎

に
私
馬
を
献
上
し
、
そ
の
上
資
材
と
食
糧

を
用
意
し
、
戦

の
費
用
を
援
助
し

補

っ
た
。

高
祖
は
こ
れ
を
喜
び
、

右
将

軍
、
光
禄
大
夫
に
除
せ
ら
れ

た
。

洛
陽
遷
都
の
後
に
は
、
特

に
冬
に
参
内

し
、
夏
は
部
落
に
帰
る
こ
と
を
許

さ
れ
た
。
参
内
す
る
度
に
、
諸
王
公
や
朝
貴

　
　
は
珍
し
い
物
を
送
り
、
新
興
は
ま
た
名
馬
で
お
返
し
を
し
た
。
散
騎
常
侍
、

　
　
平
北
将
軍
、
秀
容
第

一
領
民
酋
長
に
う
つ
っ
た
。
新
興
は
毎
年
春
と
秋
に
二

　
　
回
、
常
に
妻
子
と
共
に
川
沢
で
家
畜
を
飼

っ
て
い
る
の
を
閲
し
、
射
猟
し
て

　
　
自
ら
楽
し
ん
だ
。
粛
宗
の
世
に
、
年
老

い
た
の
で
爵
位
を
栄
に
譲
り
た
い
と

　
　
申
し
上
げ
、
朝
廷
は
こ
れ
を
許
し
た
。
正
光
中

に
七
十
四
歳
で
死
ん
だ
。
散

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
騎
常
侍
、
平
北
将
軍
、
恒
州
刺
史
を
追
贈
さ
れ
、
諡
を
簡
と
い

っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤

　
爾
朱
氏
は
匈
奴
系
の
契
胡
と
い
う
異
民
族
で
遊
牧
を
生
業
と
す
る
。
太
祖
道
武

帝

の
時
す
で
に
北
魏
に
帰
順
し
て
お
り
、
登
国
の
初
め
よ
り
領

民
,酋

長

を
世
襲

し
、
山
西
省
北
部
に
土
地
を
与
え
ら
れ
、
爾
朱
栄
の
代
に
な

っ
て
も
牧
畜

で
生
計

を
立
て
た
。
爾
朱
代
勤
は
帝
室
の
外
戚
に
も
な

っ
て
お
り
、
裕
福

で
あ

っ
た
。
軍

事
方
面
で
代
々
大
い
に
北
魏
国
家
に
貢
献
し
、
遊
牧
民
族
特
有

の
勇
猛
果
敢
な
性

質
も
失

っ
て
い
な
い
。
爾
朱
氏
の
よ
う
な
人
達
が
北
魏
末
期

に
至

っ
て
も
山
西
省

に
居
住
し
て
い
た
と
い
う
史
実
に
筆
者
は
特
に
注
目
す
る
。

2
　

　
「
北

人
」

に

つ
い

て

　

「
北
人
」
と
は

一
般
に
鮮
卑
を
は
じ
め
と
す
る
北
方
民
族
と
理
解

さ

れ

て

い

る
。　
『魏
書
』
に
は
他
に

「国
人
」
と
か

「代
人
」
と
も
い
い
、
こ
の
三
者
の
持

つ
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
微
妙
に
異
な
る
が
、
本
稿
で
は
北
魏
領
域
内
で
漢
人
と
雑
居
し

て
い
た
北
方
民
族
を
指
す
言
葉
を

「北
人
」
で
統

一
す
る
。
北
人
は
遊
牧
民
族
出

身
で
あ
り
、
農
耕
民
族
で
あ
る
漢
人
と
は
話
す
言
葉
も
生
活
習
慣
も
風
俗
も
異
に

し
て
い
る
。
彼
等
は
北
魏
領
域
内
に
来
た
時
の
状
態
で
雑
居
し
た
の
か
。
雑
居
状

態
は
後
漢
末
よ
り
始
ま
り
、
唐

の
建
国
ま
で
約
四
百
年
、
北
魏
時
代
だ
け
で
も
百

五
十
年
近
く
に
わ
た
る
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
間
北
人
と
漢
人

は
相
互

に
影

響
し
あ
い
、
又
婚
姻
も
含
め
て
漸
次
融
和
を
進
め
て
い

っ
た
。
直
江
氏
は

「胡
漢

81＄



北魏末期の爾朱栄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

融
合

の
結
果
生
み
出
さ
れ
た
隋
唐
帝
国
」
、
宮
崎
市
定
氏
は

「素
朴
な
異

民
族

が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

中
国
化
し
、
素
朴
と
文
明
の
調
和
し
た
新
人

に
よ

っ
て
つ
く
り
出
さ
れ
る
社
会
」、

唐
長
孺
氏
は

「『
五
胡
乱
華
』
と
拓
抜
の
北
方
入
拠
以
後
、
と
て
も
多
く

の
部

落

や
氏
族
が
前
後
し
て
漢
族
に
同
化
し
、
中
古
期
間
の
漢
族
を
形
成
し
、
鮮
卑
等
各

　
　
　
　
　
　

⑧

族

は
大
融
合
し
た
。」
と
述
べ
る
。

筆

者
は
、

北
人
と
漢
人

の
融
和
の
結
果
生
ま

れ
た
隋
唐
帝
国
を

「新
し
い
中
国
」
、
そ
れ
を
形
成
し
た
人
達
を

「新
し

い
中

国

人
」
と
考
え
る
。　
「新
し
い
中
国
人
」
が
唐
帝
国
を
形
成
し
、
絢
爛
た
る
文
化
を

花
開
か
せ
た
の
で
あ
る
。
唐
帝
国
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
性
格
を
見
る
に
、　
「新

し
い
中
国
人
」

の
形
成
が
お
よ
ぼ
し
た
影
響
は
看
過
で
き
な
い
。

　

こ
の
北
人
と
漢
人
と
の
融
和
は
、
川
本
氏
も

「当
時
の
北
方
民
族
の
移
住
は
そ

れ
ま
で
の
漢
民
族

の
あ
り
方
を
変
容
さ

せ
た
と
い
う
面
を
も
濃
厚
に
も

つ
の
で
あ

⑨る
。」

と
論
じ
る
よ
う
に
、

漢
化
と
い
う

一
方
的
な
方
向
で
語

っ
て

は
な

ら
な

い
。

当
時
の
状
況
を
推
察
す
る
に
、

文
化
水
準
は
圧
倒
的
に
漢
人
の
方
が
高
か

っ
た
故

に
漢
化

の
方
に
目
を
奪
わ

れ

る

が
、

武
力
で
は
北
人
が
漢
人
を
凌
駕
す

る
。

　
北
人
と
漢
人

の
人

口
比
率
に
つ
い
て
田
村
実
造
氏
は
、　
「統
計

の
数
字
か
ら
見

る
と
、
前
燕
時
代
華
北

の
漢
人
と
五
胡
族
と
の
人
口
比
率
は
ほ
ぼ
二

・
五
対

一
な

い
し
、
三
対

一
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
社
会
上

・
政
治
上
に
お
け
る
力
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
⑩

係
は
五
胡
族

の
方
が
は
る
か
に
上
ま

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。」
と
言
う
。

ま
た
宮

崎
氏
は
、　
「晋
代

に
は
い

っ
て
、
…
…
当
時
中
国
内
地
に
放
牧
し
て
い
る
異
民
族

は
単
に
山
西
省
地
方

の
匈
奴
ば
か
り
で
な
く
、
西
方

の
チ
ベ

ッ
ト
系
民
族

の
螽
、

羌
な
ど
は
陝
西
地
方

に
は
い
り
こ
ん
で
そ
の
人
口
は
中
国
人
と
あ
い
な
か
ば
す
る

　
　
　
　

⑪

に
い
た

っ
た
。」
と
述
べ
る
。

両
者
の
意
見
か
ら
北
魏
時
代
を
推
定
す
る
に
、

や

は
り
人

口
比
率
は
田
村
氏
の
言
う
前
燕
時
代
よ
り
あ
ま
り
変
動

が

な

い
で
あ

ろ

う
。
平
和
な
時
代
に
人

口
は
増
え
、
戦
乱
の
時
に
人

口
は
激
減
し
た
が
、
平
和

の

恩
恵
や
戦
禍

の
被
害
が
特
に
北
人
と
漢
人
の
い
ず
れ
か
が
偏

っ
て
被

っ
た
と
は
史

料
に
見
え
な
い
。
ま
た
大
量
の
北
人
が
漠
北
に
去

っ
た
と
い
う
史
料
も
な
い
。
鮮

卑
系
の
拓
抜
族
が
建
て
た
北
魏
領
域
内
は
初
期
は
北
人
達

に
と

っ
て
住
み
や
す
か

っ
た
。
次
第
に
北
魏
が
中
原
国
家
に
変
貌
す
る
に
つ
れ
、
彼
等

の
大
多
数
の
待
遇

は
悪
化
し
て
居
住
地
も
北
鎮
に
お
し
や
ら
れ
、
そ
の
不
満
の
爆
発
が
第

二
章
第

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

節
で
述
べ
る
六
鎮

の
乱
と
な
る
。
北
魏
末
期
に
至

っ
て
竜
北
人
は
軍
事
力
や
人

口

の
上
で
は
漢
人
に
と

っ
て
脅
威
と
な
る
存
在
で
あ
り
、
両
者
の
力
が
相
拮
抗
す
る

す
る
な
か
で

「新
し
い
中
国
人
」

へ
の
融
和
が
長
い
時
間
を
か
け
て
徐

々
に
進
ん

だ
。

ご
　
爾
朱
栄
と
爾
朱
栄
集
団
の
活
躍

1
　
爾
朱
栄
の
生
涯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
父
新
興
を
継
い
だ
爾
朱
栄
は
、
直
寝
、
游
撃
将
軍
に
除
せ
ら
れ
た
。
正
光
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

(
五
二
四
)
三
月
に
六
鎮

の
乱
が
勃
発
し
、
戦
火
は
北
魏
全
体
に
広
が
る
。
同
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

八
月
に

「
鎮
民
解
放
の
詔
」
が
下
さ
れ
た
が
、

一
向
に
反
乱
は
お
さ
ま
ら
な
か

っ

た
。
こ
の
史
実
は
急
速
に
漢
化
し
て
い
く
中
央
政
府
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
北
鎮
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

住
者
の
不
満
が
い
か
に
大
き
い
か
を
物
語
る
。
爾
朱
栄
は
逆
徒
を
次
々
と
平
定
し

て
頭
角
を
現
わ
し
た
が
、
武
泰
元
年

(
五
二
八
)
二
月
、
霊
太
后
と
の
間
に
不
和

を
生
じ
て
い
た
粛
宗
が
十
九
歳

の
若
さ
で
急
逝
し
た
。
同
年
四
月
に
粛
宗
の
死
に

懐
疑
の
念
を
抱
い
た
爾
朱
栄
は
孝
荘
帝
を
擁
立
し
、
こ
の
時
太
原
王
に
封
ぜ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

て
い
る
。
そ
の
後
爾
朱
栄
は
河
陰
の
変
を
お
こ
す
。
こ
の
事
件
に
よ
り
、
爾
朱
栄

は
当
時

の
朝
廷
で
幅
を
き
か
せ
て
い
た
帝
室

で
あ
る
元
氏

一
族
、
そ
し
て
高
祖
孝
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史 窓

文
帝

の
姓
族
分
定
の
枠
に
入
れ
た
漢
人

や
北
人
系

の
貴
族
の
大
半
を

一
掃

し
、
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑱

廷

の
実
権
を
完
全
に
掌
握

し

た
。

同
年
九
月
に
、

爾
朱
栄
は
葛
栄
を
瀧
口
で
破

%

六
鎮

の
乱

(
五
二
四
～
五
二
八
)

を
四
年
が
か
り
で
鎮
圧
す
る
。
洛
陽
の
中

央
政
府
は
脆
弱
化
し
て
お
り
、
も
は
や

こ
の
反
乱
を
お
さ
め
る
力
は
な
か

っ
た
。

永
安
二
年

(
五
二
九
)
に
は
北
海
王
願

の
南
奔
事
件
を
お
さ
め
、
そ

の
功
に
よ
り

食
邑
は
二
十
万
戸
に
増
封
さ
れ
て
天
柱
大
将
軍
の
称
号
を
与
え
ら
れ
、
北
魏
随

一

の
権
力
者

の
地
位
を
極
め
た
。　
「
爾
朱
栄
伝
」

に
記
載
さ
れ
た
こ
の
頃
の
爾
朱
栄

の
専
権
ぶ
り
を
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
以
下
に
挙
げ
る
。

　
　
或
い
は
幸
い
に
し
て
官
職
を
求
め

る
者
が
あ
れ
ば
、
皆
爾
朱
栄

の
所
に
や

っ

　
　
て
来
て
御
機
嫌
を
伺
い
、
願
い
請
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
成
し
遂
げ
ら
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
い
も

の
は
な
か

っ
た
。

と
あ
り
、
人
事
も
好
き
放
題
に
行

っ
て
お
り
、
自
分
の
思
い
通

り

に
な
ら

な

い

と
、

　
　
天
子
は
誰
の
お
か
げ
で
即
位
で
き
た
の
か
、
今
ど
う
し
て
私

の
言
葉
を
用
い

　
　
　
　
　

⑳

　
　
な
い
の
か
。

と
言
い
出
す
始
末
で
あ

っ
た
。
ま
た
、

　
　
爾
朱
栄

の
使
者
が
洛
陽
に
や

っ
て
来
る
と
、
ま
た
彼
の
身
分
が
卑
し
い
に
も

　
　
か
か
わ
ら
ず
、
朝
廷
の
貴
い
人
は
会
う
に
低
姿
勢

で
な
び
か
な
い
者
は
な
か

　
　

っ
た
。
宮
門

の
下
に
至
る
に
及
び
、
ま
だ
上
奏

で
き
な
い
と
な
る
と
、
栄
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑫

　
　
威
勢
を
た
の
み
と
し
て
、
は
な
は
だ
怒

っ
た
。

と
あ
り
、
使
者
で
す
ら
こ
の
様
な
態
度

で
あ

っ
た
。
そ
の
横
暴
は
目
に
余
る
も
の

が
あ
り
、
永
安
三
年

(
五
三
〇
)
九
月

に
城
陽
王
徽
や
侍
中
李
或
と
共
謀
し
た
孝

荘
帝

に
誅
殺
さ
れ
る
。

羽健

鬱徳

 

2
　
爾
朱
栄
集
団
の
活
躍

代勤

　　　
度津

　　縣
天
光

爾朱氏の系図

 

　
爾
朱
栄

の
率
い
た
集
団
を

「
爾
朱
栄
集
団
」
と
名
付
け
る
。
爾
朱
栄
死
後
の

一

族

の
行
動
は
早
か

っ
た
。
十
月
に
長
広
王
曄
を
擁
立
、
十
二
月
に
孝
荘
帝
を
殺
害

し
、
爾
朱
氏
は
政
権
の
中
枢
に
再
び
返
り
咲
く
。
さ
ら
に
建
明
二
年

(
五
三

一
)

二
月
、
前
廃
帝
に
禅
譲
さ
せ
た
。
孝
荘
帝
の
治
世
が
爾
朱
栄
の
傀
儡
政
権
で
あ
る

の
と
同
様
、
前
廃
帝
の
治
世
は
世
隆
、
兆
、
天
光
、
仲
遠
、
度
律
等

の
傀
儡
政
権

で
あ
る

(系
図
参
照
)
。
彼
等

の
専
横
は
爾
朱
栄
に
負
け
ず
劣
ら
ず
で
、
『魏
書
』

巻
七
十
五
爾
朱
仲
遠
伝
に
、

　
　
時
に
天
光

は
関
西
に
控
え
、
仲
遠
は
大
梁
に
お
り
、
兆
は
井
州
に
よ
り
、
世
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北魏末期の爾朱栄

　
　
隆
は
洛
陽
に
屠
し
、
各
自
勝
手
気

ま
ま
に
ふ
る
ま
い
、
他
に
権
威
が
あ
り
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

　
　

い
者
は
い
な
か

っ
た
。

と
あ
る
様
な
状
態

で
、
次
第
に
人
心
は
離
れ
て
行

っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
普
泰
元
年

(
五
三

一
)
六
月
に
爾
朱
栄

の
部
下
で
あ

っ
た
高
歓
が
起
兵
す
る
。

十
月
に
高
歓
は
後
廃
帝
を
擁
立
、
中
興

二
年

(
五
三
二
)
閏
月
に
爾
朱
天
光
等
四

胡
を
韓
陵

で
大
破
、
同
年
四
月
に
出
帝

を
擁
立
し
た
。
永
熙
二
年

(
五
三
三
)
正

月
の
赤
洪
嶺

に
お
け
る
爾
朱
兆

の
大
敗

に
よ
り
、
爾
朱
氏
の
時
代
は
終
わ
り
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

の
後
爾
朱
氏
は
部
下

の
斛
斯
椿
等
の
裏
切
り
に
あ
い
滅
び
る
。
ま
た
国
内
の
反
乱

や
南
梁
軍
討
伐
も
高
歓
に
よ

っ
て
行
わ
れ
、
出
帝
の
治
世
は
高
歓
の
傀
儡
政
権
に

な
る
も
の
と
思
わ
れ
た
。

　
し
か
し
斛
斯
椿
に
脅
さ
れ
た
出
帝
は
永
熙
三
年

(
五
三
四
)
七
月
に
長
安
の
宇

　
　
　
　
　
　
　

　

文
泰
の
も
と
に
奔
る
。
宇
文
泰
も
爾
朱
栄
配
下
の
武
将
で
あ
る
。
高
歓
は
出
帝
を

迎
え
に
い
く
が
目
的
を
果
た
せ
ず
し
て
洛
陽
に
帰
り
、
今
度
は
孝
静
帝
を
擁
立
し

ゆ
た
。
つ
い
に
北
魏
は
高
歓
と
宇
文
泰

に
二
分
さ
れ
、
東
西
に
分
裂
す
る
。
東
魏

は

高
歓
の
、
西
魏

は
宇
文
泰

の
傀
儡
政
権

で
あ

っ
た
が
両
者
共
に
長
く
は
続
か
な
か

っ
た
。
東
魏
は
西
暦
五
五
〇
年

に
北
斉

に
、
西
魏
は
同
五
五
七
年
に
北
周
に
取

っ

て
代
わ
ら
れ
、
北
朝
に
新
し
い
王
朝
が
二
つ
誕
生
し
た
。
爾
朱
栄
自
身
は
河
陰
の

変
の
時
に
帝
位
に
即
こ
う
と
し
て
果
せ
な
か

っ
た
が
、
彼
の
部
下
で
あ

っ
た
高
歓

と
宇
文
泰
が
各
自
王
朝
を
建
て
、
拓
跋

王
朝
を
滅
ぼ
し
た
。

三
　
爾
朱
榮
集
団
の
構
成
と
歴
史
的
存
在
意
義

1
　
爾
朱
栄
集
団
の
構
成

爾
朱
栄
集
団
は
爾
朱
氏

一
族
と
爾
朱
栄
の
部
下
で
構
成
さ
れ
る
。
帝
室
の
疎
属

で
あ
る
上
党
王
天
穆

は
そ
の
ど
ち
ら
に
も
属
さ
ず
、
栄
と
朝
廷
の
パ
イ
プ
役
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

と
め
た
。
栄
と
天
穆
は
同
盟
関
係
で
結
ば
れ
て
お
り
、
天
穆
は
爾
朱
栄
集
団
の
中

で
は
別
格

の
存
在
で
あ
る
。

　
次
に
爾
朱
氏

一
族
で
あ
る
が
、
彼
等
は
爾
朱
栄
と
固
い
血
縁
の
絆
で
結
ば
れ
て

い
た
。
領
民
酋
長
の
称
号
を
持

っ
た
爾
朱
栄
の
も
と
で
部
族
制
度
を
保
持
し
て
遊

牧
生
活
を
送

っ
て
い
た
が
、
戦
争
開
始
に
よ
り
部
落
が
そ
の
ま
ま
爾
朱
栄
集
団
の

原
形
と
な

っ
た
。
こ
れ
は
戦
時
共
同
体
的
な
色
彩
が
濃
厚
な
遊
牧
民
族
の
部
落
組

織
に
お
い
て
よ
く
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
最
後
に
爾
朱
氏
以
外
の
栄
の
部
下
に
目
を
向
け
る
と
、
ま
ず
栄

の
腹
心

の
部
下

と
し
て
は
、
朱
瑞
、
叱
列
延
慶
、
斛
斯
椿
、
賈
顕
度

・
智
兄
弟
、
賀
抜
勝

・
岳
兄

弟
、
侯
莫
陳
悦
、
侯
淵
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
樊
子
鵠
は
荊
州
の
蛮
酋

の
子
孫
で
あ

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

る
が
、
他
は
北
人
で
あ
る
。
六
鎮
の
乱
に
よ
り
流
れ
着

い
て
来
た
の
を
爾
朱
栄
が

と
り
た
て
た
。　
『
魏
書
』
に
記
さ
れ
た
古
参
の
部
下
は
こ
の
十
人

で
あ
る
が
、
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

朱
栄
集
団
に
は
高
歓
と
宇
文
泰
と
い
う
大
物
も
属
し
て
い
た
。
高
歓
は
は
じ
め
杜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑬

洛
周

の
も
と
に
い
た
が
、
葛
栄
の
と
こ
ろ
に
逃
げ
た
後
爾
朱
栄
に
亡
帰
し
た
。
宇

文
泰
は
鮮
于
修
礼
の
軍
に
い
た
が
、
葛
栄
の
修
礼
殺
害

の
後
は
葛
栄
に
と
り
た
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑭

ら
れ
、
六
鎮

の
乱
平
定
後
は
爾
朱
栄
の
勢
力
下
に
入

っ
た
。
彼
等

の
活
躍
は
以
下

の
史
料
に
見
え
る
。

　
　

『
北
斉
書
』
巻

一
神
武
紀
上

　
　
常
に
栄
の
帳
内
に
い
た
。
栄
は
か
つ
て
左
右

の
者
に

「
一
日
私
が
い
な
か

っ

　
　
た
ら
、

誰
が
軍
を
統
べ
る
こ
と
が
で
き
る
か
。」
と
尋
ね
た
。

皆
爾
朱
兆
を

　
　
挙
げ
た
。
栄
は

「
兆
は
ま
さ
に
三
千
騎
を
統
べ
て
還
る
こ
と
は
で
き
る
、
私

　
　
に
代
わ

っ
て
人
々
を
統
べ
る
任

に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
高
歓
ひ
と
り

　
　
だ
け
で
あ
る
。」
と
言

っ
た
。
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史 窓

　
　
・
『
周
書
』
巻

一
文
帝
紀
上

　
　
宇
文
泰
は
賀
抜
岳
と
旧
交
が
あ
り
、
そ
こ
で
別
将
と
し
て
岳
に
従

っ
た
。

　
　
…
…
太
昌
元
年
、
岳
は
関
西
大
行
台
と
な
り
、
宇
文
泰
を
左
丞
、
領
岳
府
司

　
　
馬
と
し
、
散
騎
常
侍
を
加
え
た
。
事
の
大
小
の
区
別
無
く
、
皆
決
定
を
宇
文

　
　
　
　
　
　

⑳

　
　
泰
に
委
ね
た
。

高
歓
は
爾
朱
栄
の
、
宇
文
泰
は
賀
抜
岳

の
部
下
と
な
り
、
両
者
共
に
信
任
は
厚
か

っ
た
。　
『
北
斉
書
』
や

『
周
書
』
に
は
、
北
魏
末
期

に
爾
朱
栄
集
団
に
属
し
て
そ

の
後
高
歓
や
宇
文
泰
の
部
下
に
な

っ
た
者
が
多
く
見
ら
れ
、
そ
の
数
は
ざ

っ
と
見

た
限
り
で
も
百
余
人
に
の
ぼ
る
。
例
を
挙
げ
る
と
、
庫
狄
干
は
朔
方
に
住
ん
で
い

た
が
、
六
鎮
の
乱
勃
発
後
軍
主
と
し
て
爾
朱
栄
の
入
洛

に
従
い
後
に
高
歓

の
起
兵

　
　
　

の

に
従

っ
た
。
ま
た
趙
貴
は
武
川
を
鎮
戍
し
て
い
た
が
、
六
鎮

の
乱

の
際
爾
朱
栄
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

別
将
と
な
り
後
に
賀
抜
岳
の
遺
臣
を
統
べ
て
宇
文
泰
を
迎
え
た
。
そ
の
他
、
司
馬

子
如
は
爾
朱
栄
の
部
下
の
な
か
で
は
珍
し
く
漢
人
で
あ
り
、
後
に
高
歓

の
功
臣
と

　

　

な
る
。
北
斉
や
北
周
の
功
臣
以
外
の
者
を
も
含
め
る
と
、
爾
朱
栄
集
団
は
個
人
の

私
兵
集
団
と
は
い
え
規
模
は
大
き
か

っ
た
。

　
爾
朱
栄
が
巨
大
な
私
兵
集
団
を
擁
す

る
に
至

っ
た
所
以
は
何

に
求
め
れ
ば
よ
い

の
か
。
ま
ず
第

一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は

「
爾
朱
栄
伝
し

に
、

　
牛
羊
駝
馬
は
、
色
別
に
群
れ
を
作
り
、
谷
の
数
で
数
え
る
し
か
な
い
ほ
ど
の
多

　
　
　
　

　

さ
で
あ

っ
た
。

と
あ
る
ほ
ど
の
爾
朱
氏
の
所
有
す
る
財
力
で
あ
る
。
史
料
に
、

　
　

「爾
朱
栄
伝
」

　
　
正
光
中
、
天
下
に
戦
が
起
こ
り
、

か
く
て
家
畜
を
散
じ
て
義
勇
を
求
め
、
衣

　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

　
　
服
や
馬
を
与
トえ
た
。

　
　

『
魏
書
』
巻
八
十
侯
淵
伝

　
　
粛
宗

の
末
年
、
六
鎮
は
飢
え
乱
れ
、
侯
淵
は
杜
洛
周
に
従

っ
て
南
を
寇
掠
し

　
　
た
。
後
に
妻
の
兄
の
念
賢
と
洛
周
に
背
き
爾
朱
栄

の
も
と
に
身
を
よ
せ
た
。

　
　
途
中
寇
難
に
遭
い
、
破
れ
た
粗
末
な
衣
服
を
身

に
ま
と

っ
て
い
た
、
栄
は
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑫

　
　
に
衣
服
や
帽
子
を
与
え
て
厚
く
も
て
な
し
、
淵
を
中
軍
都
督
と
し
た
。

と
あ
り
、
六
鎮
の
乱
勃
発
後
直
ち
に
兵
を
募
る
爾
朱
栄

の
も
と

に
人

々
は
集

ま

る
。
住
む
家
を
失

っ
た
彼
等
に
と

っ
て
栄
の
支
給
す
る
衣
服
や
馬
は
魅
力
的
で
あ

っ
た
。
し
か
し
爾
朱
栄
は
財
力
の
み
に
よ
り
多
く

の
人
達
を
長
期
に
わ
た

っ
て
引

き
付
け
た
の
で
は
な
い
。
第
二
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
爾
朱
栄

の
人
柄

で
あ

る
。

『
北
斉
書
』
巻
二
十
六
平
鑒
伝
に

「爾
朱
王
命
世
之
雄
」
と
あ
り
、
彼
等
は
次
代

を
担
う
人
と
見
込
ん
で
爾
朱
栄
の
も
と
に
赴

い
た
。
も
は
や
人
心
は
、
奢
侈
に
心

を
奪
わ
れ
て
骨
抜
き
に
な

っ
た
洛
陽
の
貴
族
に
愛
想
を
つ
か
し
、

つ
ぎ

つ
ぎ
と
反

朝
廷
勢
力
を
平
定
す
る
爾
朱
栄
に
集
ま
る
。

「爾
朱
栄
伝
」

　
　
栄
は
生
ま
れ

つ
き
狩
猟
を
好
み
、
寒
暑

に
休
ま
な
か

っ
た
、
列
囲
し
て
進
む

　
　

に
至

っ
て
は
、
必
ず
揃

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
険
し
く
困
難
な
道
に
遭

　
　

っ
て
も
、
回
避
は
か
な
わ
な
か

っ
た
、
囲
み
か
ら
虎
豹
を
逃
が
し
た
者
は
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

　
　
罪
と
な

っ
た
。
栄
の
部
下
は
と
て
も
こ
れ
に
苦
し
ん
だ
。

と
史
料

に
見
え
る
よ
う
に
、
軍
隊
の
規
律

は
厳
し
か

っ
た
。
そ

の
反
面

「爾
朱
栄

伝
」

に
は
次

の
よ
う
な
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
は
じ
め
に
、
栄
が
葛
栄
を
討
と
う
と
す
る
や
、
軍
は
襄
垣
に
宿
営
し
、

つ
い

　
　

に
軍
士
を
列
囲
し
大
い
に
猟
を
し
た
。

二
匹
の
冤
が
馬

の
前
に
立
ち
、
栄
は

　
　
そ
こ
で
馬
を
踊
ら
せ
て
弓
を
引
き
し
ぼ
り
、　
「
こ
れ
に
当
た
れ
ば
葛
栄
を
捕

　
　
ら
え
ら
れ
、
当
た
ら
な
け
れ
ば
駄
目
だ
ろ
う
。」
と
誓

っ
た
。

そ
う
こ
う
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
て
弓
の
つ
る
音
が
し
た
か
と
思
う
と
二
匹
と
も
倒
れ
、
三
軍
は
皆
悦
ん
だ
。
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北魏末期の爾朱栄

普
段
は
厳
し
い
態
度
で
部
下
に
接
し
て

い
た
爾
朱
栄

で
あ
る
が
、
彼
等

の
心
を

つ

か
む
の
も
う
ま
か

っ
た
。
ま
た
、

　
　

『
北
斉
書
』
巻
十
八
司
馬
子
如
伝

　
　
栄
は
子
如
が
明
弁

で
よ
く
時
事
を
説

明
で
き
る
の
で
、
し
ば
し
ば
使
命
を
奉

　
　
じ
て
宮
城
に
行
か
せ
て
多
く
旨
意

を
述
べ
さ
せ
、
孝
荘
帝
は
ま
た
彼
を
も
て

　
　
　
　

⑮

　
　
な
し
た
。

と
あ
り
、
爾
朱
栄
は
部
下

の
能
力
を
見
抜

い
て
適
材
適
所
に
登
用
す
る
こ
と
に
長

け
て
い
た
。
同
じ
く

「
爾
朱
栄
伝
」

に
葛
栄
を
捕
え
た
後

の
事
と
し
て
以
下
の
よ

う
な
記
載
が
あ
る
。

　
　
陣
中
で
葛
栄
を
捕
え
、
他

の
衆
は
皆
降

っ
た
。
栄
は
賊
徒
が
多
い
の
で
、
も

　
　
し
そ
こ
で
分
割
し
た
ら
、
多
分
疑

い
恐
れ
て
、
或
い
は
更
に
人
を
集
め
る
か

　
　
も
し
れ
な
い
と
思
い
、
そ
こ
で
各
自
好
む
と
こ
ろ
に
よ

っ
て
統

率

す

る

の

　
　

で
、
親
属
は
相
随
い
好
き
な
所
に
住

ん
で
よ
い
と
あ
ま
ね
く
告
げ
た
。
そ
う

　
　

い
う
わ
け
で
人
々
は
悦
び
、
す
ぐ
さ
ま
四
散
し
、
数
十
万
の
衆
は

一
朝
に
散

　
　

っ
て
し
ま

っ
た
。
百
里
外
に
出
る
の
を
待

っ
て
、
そ
こ
で
は
じ
め
て
道
を
分

　
　

か
ち
護
衛
し
て
気
に
入

っ
た
所
に
安
置
し
た
、
皆
満
足
し
た
。
渠
帥
を
抜
擢

　
　
す
る
に
能
力
を
量

っ
て
授
用
し
た
の
で
、
新
付
の
者
は
皆
落
ち
着
き
定
ま

っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
た
。
当
時

の
人
は
そ
の
処
分
が
素
早
く
聡
い
こ
と
に
感
服
し
た
。

こ
の
よ
う
に
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
爾
朱
栄

の
器
が
大
き
か

っ
た
の
で
、
質
量
と
も
に

充
実
し
た
集
団
を
形
成
し
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ

故

に
、
爾
朱
栄

の
死
後
簡
単
に
こ
の
集
団

は
分
裂
、
崩
壊
す
る
。
そ
し
て
第
三
に

挙
げ
ら
れ
る
の
は
爾
朱
氏

一
族
が
北
魏

に
帰
順
し
て
か
ら
も
、
変
わ
ら
ず
保
持
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

た
遊
牧
民
族

の
生
活
様
式
と
部
落
共
同
体
組
織

で
あ
る
。
領
民
酋
長
と
い
う
言
葉

は

「爾
朱
栄
伝
」

の
み
な
ら
ず
、

　
　

『
周
書
』
巻
十
四
念
賢
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑱

　
　
永
熙
中
、
第

一
領
民
酋
長
を
授
け
ら
れ
た
、

と
あ
る
よ
う
に
、　
『魏
書
』
や

『
北
斉
書
』
や

『
周
書
』
に
散
見
で
き
る
。
領
民

酋
長

一
覧
表
を
見
る
と
領
民
酋
長
の
称
号
は
北
魏

の
初
期
か
ら
存
在
す
る
が
、
北

魏
末
期
の
史
料
に
見
え
る
者
が
圧
倒
的
に
多

い
。

　
　

『
北
斉
書
』
巻
十
九
高
市
貴
伝

　
　
爾
朱
栄
が
北
魏
の
孝
荘
帝
を
擁
立
す
る
に
及
び
、
市
貴
は
翼
戴

の
勲
に
預
か

　
　

っ
た
。
衛
将
軍
、
光
禄
大
夫
、
秀
容
大
都
督
、
第

一
領
民
酋
長
に
遷
り
、
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

　
　
洛
県
伯
を
賜
爵
さ
れ
た
。

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
北
魏
末
期

の
領
民
酋
長
は
、
爾
朱
栄
に
帰
順
し
た
り
、
ま

た
帰
順
後
手
柄
を
た
て
て
そ
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
者
が
多
い
。

　
　

『
周
書
』
巻

二
十
九
高
琳
伝

　
　
五
世
祖

の
宗

は
、
多
く

の
人
を
率
い
て
北
魏
に
帰
順
し
た
、
第

一
領
民
酋
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
を
授
け
ら
れ
、
羽
真
氏
を
賜
姓
さ
れ
た
。

と
あ
り
、
北
魏
初
期

の
領
民
酋
長
は
帰
順
し
た
旧
部
落
大
人
層
に
授
与
さ
れ
る
称

号
で
あ

っ
た
。
第

一
章
第

一
節
に
引
用
し
た

「
爾
朱
栄
伝
」

の
爾
朱
羽
健
も
同
様

で
あ
る
。

つ
ま
り
北
魏
末
期
に
は
世
襲
の
領
民
酋
長
と
新
た
に
爾
朱
栄
に
授
与
さ

れ
た
領
民
酋
長
が
混
在
し
た
の
で
あ
る
。

　
　

『北
斉
書
』
巻
十
七
斛
律
平
伝

　
　
爾
朱
栄

に
帰
順
す
る
に
及
び
、
と
て
も
平
を
厚
遇
し
、
平
に
父
の
爵

で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
第

一
領
民
酋
長
を
継
が
せ
た
。

と
あ
る
よ
う
に
、
世
襲

の
領
民
酋
長
で
あ

っ
て
な
お
か
つ
爾
朱
栄
の
部
下

に
な

っ

た
者
も
い
る
。
爾
朱
栄
は
自
身
も
世
襲
し
た
領
民
酋
長
と
い
う
称
号
を
利
用
し
て

爾
朱
栄
集
団
を
ま
と
め
た
の
で
あ

っ
た
。
爾
朱
栄
は
北
海
王
顯
の
南
奔
事
件
平
定
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史 窓

領 民 酋 長 一 覧 表

時代

魏 初

386

452

魏 申

452

515

魏 末

516

550

欝

氏 名

爾朱羽健
高宗
叱列ロロ
侯莫陳伏頽

匸]堕の曾祖

爾朱鬱徳
爾朱代勤

劉折
爾朱新興
張景略の祖

劉持真
独孤庫者
斛律大那壞
焦延昌の祖

乞伏周
叱列平

爾朱栄

斛律金

万俟普

破六韓孔雀

劉懿債)

斛律平

高市貴
高歓

叱列延慶

爾朱天光

梁禦
叱列伏亀
乞伏纂
王善来の父

王懐
薛孤延

庫狄干

歩大汗薩

念賢
斛律光

破六韓常

出　　自

爾朱川→北秀容酋帥
高句麗人
代郡西部
代人 ・余部諸姓

北秀容

北秀容 ・世祖敬哀皇后の舅

太安狄那人
北秀容 ・継爲酋長

燕州上谷人

父は蔚州刺史
雲中人 ・部落大 人 ・余部諸姓

朔州勅勒部人 ・酋帥 ら しい

北人 らしい

馬邑鮮卑入
代 郡西部人 ・世爲酋帥

北秀容

朔州勅勒部人

太平人 ・匈奴別種

附化人 ・匈奴単于 の裔

秀容陽曲人

朔州勅勒部人

善無人
懐朔鎭 ・隊主

代 西部人 ・世爲酋帥

栄從祖兄子
武川人(先安定人)

代 西部 ・部落大 人

馬邑鮮卑人
西河人 ・懐朔鎭 に関係?

北辺 の出身?

代人
善無人

太安狄那人
父は領民別将

附化人
匈奴単于の裔

号

領民酋長
第一領民龠長

世爲第一領昆酋長

第一領民酋長

領民酋長
領民酋長
領民酋長

領民酋長
秀容第一領民酋長

第一領民酋長

領民酋長
領民酋長
第一領民酋長

第一領[コ酋長

第一領民酋長

襲爲第一領民酋長

第一領民酋長

第二領民酋長
第一領民酋長

第二領民酋長
第一領民酋長

第一酋長

第一領民酋長

第一領民酋長

第三鎮人酋長
第一鎮人酋長
西部第一領民酋長

北秀容第一酋長

第一領民酋長

第一領m長
第一領民酋長

第一領民酋長

第一領民曾長

第一領民酋長

第一鎮民酋長

第三領民酋長

第一領民酋長

第一領民酋長

第一領民酋長

理由

帰順?

帰順
入附

世襲
世襲

世襲・転

髏(爾)

世襲

軍功
軍功㈲

帰順倒

帰順㈲

帰順㈲

世襲

軍功禰〉

黝(翻

軍功㈲

軍功㈱

軍功㈹

世襲
世襲

(高)

帰順㈲
軍功㈲

軍功㈲

帰順㈲

(宇?)

世襲㈲
死後㈲

他の官職

散騎常侍

征東将軍 ・文城侯

肆州刺史 ・梁郡公

散騎常侍 ・右将軍　他

驃騎大将軍 ・文城侯

燕州諸軍事 ・燕州刺史

鎮遠将軍

光禄大夫

銀青光禄大夫

臨江伯
天柱大将軍　他

阜城県男
石城郡公

河西公(高)他
平北将軍
栄府騎兵参軍
敷城県伯→公 他
孟都公
上洛県伯　他

」 伯　他

永寧県開国伯他

白水県伯　他

金紫光禄大夫

前鋒口蘯　他
武周県侯　他
永固県侯→公

広平県公→郡公

江夏子(爾)・安陵県

男 ・長広伯(高)他

安定郡公
咸陽王 ・武徳郡公

平陽公　他

史料
G74

S29

S20

Se19

墓誌

G74

G74

墓 誌

G74

墓誌

S17

Sl6

Sell

墓 誌

Z55

Se20

點
Sell

Se27

Se27

19

誌

挽

墓

Se17

Se19

Sel

脚
譱
S17

S20

Z55

墓 誌

Se19

Se19

墓 誌

sees

Se20

S14

Se17

Se27

G=　 　　Se=北 斉書S=周 書Z=隋 書 洛伽=洛 陽伽藍記

　アルファベットの後の数字は巻数
(爾)瓢爾朱栄が領民酋長に任命　(高)e高 歓が任命　(宇)=宇 文泰が任命

　尚理由の欄に上記の三種類の括弧マークの無い者は北魏朝廷に任命された者とみなす。
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北魏末期の爾朱栄

後
自
身
は
晋
陽
に
戻
り
、　

「爾
朱
栄
伝
」
に
、

　
　
栄
自
身
は
外
に
い
た
が
、

つ
ね
に
遙
か
朝
廷
を
制
御
し
、
広
く
親
戚
を
列
ね

　
　
て
侍
臣
と
し
た
、
朝
廷

の
様
子
を
伺
察
し
て
必
ず
小
も
大
も

皆
知

っ
て
い

　
　

ゆ

　
　
た
。

と
あ
る
よ
う
に
、

一
族

の
者
に
朝
廷
を
監
視
さ
せ
た
。

一
族
や
腹
心
の
部
下

の
次

に
重
要
視
さ
れ
た
の
が
領
民
酋
長
で
、
彼
等
は
爾
朱
栄
の
部
下
と
し
て
大
い
に
軍

功
を
あ
げ
た
者
ば
か
り
で
あ
る
。
爾
朱
栄
は
爾
朱
栄
集
団
を
部
落
連

合
体

に
擬

え
、
領
民
酋
長
を
授
与
さ
れ
た
部
下
や
世
襲
の
領
民
酋
長
達
は
集
団
内

に
お
い
て

有
力
者
と
し
て
待
遇
さ
れ
た
。
爾
朱
氏

一
族

の
結
束
を
基
礎
と
し
て
、
爾
朱
栄
集

団
は
領
民
酋
長
を
は
じ
め
と
す
る
北
人

の
武
人
達
に
支
え
ら
れ
、
擬
似
部
落
連
合

体
的
色
彩
の
濃

い
軍
事
組
織
と
し
て
時
代

の
要
請
に
応
え
て
発
展
し
た
。
な
お
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

民
酋
長
の
称
号
は
、
高
歓
も
部
下

に
与

え
る
称
号
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

2

爾
朱
栄
集
団
の
歴
史
的
存
在
意
義

　
爾
朱
栄
集
団
の
歴
史
的
存
在
意
義
は
、　
「次
代
を
担
う
人
材

の
養
成
」
、　
「
北

鎮
に
居
住
す
る
北
人

の
中
央
進
出

の
促
進
」

の
二
点
で
あ
る
。
爾
朱
栄
集
団
は
高

歓
や
宇
文
泰

の
よ
う
な
次
代
を
担
う
人
達
を
養
成
し
て
彼
等
に
政
権
の
中
枢
に
進

出
す
る
機
会
を
与
え
た
。
集
団

の
中
心

で
あ
る
爾
朱
氏

一
族
に
つ
い
て
の
み
み
れ

ば
六
鎮

の
乱
鎮
圧
と
孝
荘
帝
、
前
廃
帝
擁
立
後
の
擅
恣
し
か
目
に
つ
か
な
い
が
、

部
下
が
爾
朱
氏
の
み
な
ら
ず
北
魏
朝
廷

を
も
倒
し
、
新
た
な
王
朝
を
樹
立
し
た
こ

と
は
大
い
に
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
が
歴
史
的
存
在
意
義
の
第

一
点
で
あ
る
。

　
高
歓
も
宇
文
泰
も
爾
朱
栄
集
団
内
で
各

々
腹
心
の
部
下
達
と
め
ぐ
り
会
い
、
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

萄
　
　
　
　⑯

力
基
盤
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
斛
律
羌
舉
や
寇
洛
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
彼
等

の
大
半
も
ま
た
北
魏
朝
廷
か
ら
疎
外
さ
れ
た
北
人
系
の
北
鎮
居
住
者
で
あ
り
、
北

鎮
居
住
者
達

は
爾
朱
栄
集
団

に
入
る
こ
と
に
よ
り
中
央
進
出
の
機
会
を
与
え
ら
れ

た
。
こ
れ
が
歴
史
的
存
在
意
義

の
第
二
点
で
あ
る
。
彼
等
の
中
央
進
出
は
結
果
と

し
て
北
人
と
漢
人
の
融
和
を
よ
り
広
範
囲
に
推
し
進
め
る
契
機
と
な

っ
た
。

　
北
魏
末
期
の
北
人
と
漢
人

の
融
和

の
進
み
具
合
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
以
下
の

記
述
が
あ
る
。

　
　

『
北
斉
書
』
巻

二
十

一
高
昂
伝

　
　
昂
は
、
字
は
敖
曹
、
乾

の
第
三
弟
で
あ
る
、
…
…
又
高
歓
の
韓
陵

に
於
け
る

　
　
爾
朱
兆
討
伐
に
従
い
、
昂
は
自
ら
王
桃
湯
、
東
方
老
、
呼
延
族
等
三
千
人

の

　
　
郷
人
や
部
曲
を
統
領
し
て
い
た
。
高
歓
が
、　

「高
都
督
は
も

っ
ば
ら
漢
人
を

　
　
率
い
て
い
る
が
、
恐
ら
く
事
は
う
ま
く
す
す
ま
な
い
だ
ろ
う
、
今
鮮
卑

の
兵

　
　
千
余
人
を
割
い
て
共
に
ま
じ
え
よ
う
と
思
う
、
ど
う

だ

ろ
う
。」
と
言

っ
た

　
　

の
で
、
昂
は
、　
「敖
曹

の
率
い
る
部
曲
は
已
に
長
期
間
訓
練
し
て
お
り
、
前

　
　
後
の
戦
闘
は
、
鮮
卑

に
減
色
し
ま
せ
ん
。
今
も
し
こ
れ
に
鮮
卑
兵
を
交
え
れ

　
　
ば
、
お
互
い
に
気
持
ち
を
合
わ
せ
ら
れ
ず
、
勝
て
ば
功
を
争
い
、
退
け
ば
罪

　
　
を
責
め
合
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
更
に
兵
を
合
わ
せ
て
煩
わ
さ
れ
る
よ

　
　
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
、

自
分
は
漢
軍
を
統
領
し
ま
す
。」
と
答
え
た
。

高

　
　
歓
は
も

っ
と
も
で
あ
る
と
認
め
た
。
…
…
時
に
、
鮮
卑
は
み
な
中
華

の
朝
士

　
　
を
軽
ん
じ
た
が
、
た
だ
昂
に
は
憚
り
心
服
し
た
。
高
歓
は
常
に
三
軍
に
命
令

　
　
す
る
に
、
鮮
卑
語
を
用
い
た
が
、
昂
が
も
し
隊
伍
に
い
た
な
ら
ば
、
中
国
語

　
　
　
　
　

ゆ

　
　
を
用
い
た
。

当
時
の
北
鎮
出
身
の
北
人
と
漢
人

の
間
に
は

「鮮
卑
人
」
や

「漢
人
」
と
い
う
両

者
を
区
別
す
る
意
識
が
ま
だ
存
在
し
た
。
両
者
に
は
北
人
や
漢
人
と
し
て
の
確
固

と
し
た
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
が
残
存
し
て
お
り
、
意
識
の
上

で

「新

た
な
中

国

人
」
と
し
て
ま
だ
融
合
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
北
鎮
居
住
者
は
漢
化
か
ら
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史 窓

と
り
残
さ
れ
た
人
達

で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
彼
等
が
漢
人
と

融
和
さ
れ
れ
ば

「
新
た
な
中
国
人
」

の
形
成
は
大
き
く
前
進
す
る
の
で
あ
る
。
上

記
の
史
料
か
ら
見
る
か
ぎ
り
北
魏
末
期
や
北
斉
初
期
に
は
ま
だ
北
鎮
出
身

の
北
人

と
漢
人
は
別
個
の
存
在
で
、
両
者
の
融
和
に
は
い
ま
し
ば
ら
く
の
時
間
を
必
要
と

す
る
。

お
　

わ
　

り
　

に

　
爾
朱
栄
個
人
と
し
て
は
武
人
と
し
て

の
才
能
に
も
恵
ま
れ
華
々
し
い
功
績
を
挙

げ
、
そ
の
人
柄
と
あ
い
ま

っ
て
多
く
の
北
人
が
彼
を
慕
い
集
ま
り
爾
朱
栄
集
団
を

形
成
し
た
。
こ
の
爾
朱
栄
集
団
は
規
模

も
大
き
か

っ
た
が
、
高
歓
や
宇
文
泰
も
属

し
て
お
り
、
そ
の
後
の
北
朝
の
支
配
者

二
人
を
内
包
す
る
ま
さ
に
北
魏
の
命
運
を

左
右
す
る
軍
事
集
団
で
あ

っ
た
。
し
か
し
爾
朱
栄
は
部
下
に
司
馬

子
如

も

い
た

が
、
そ

の
他
漢
人
士
大
夫
層
と
接
触
は
な
く
、
栄
自
身
は
漢
化
の
影
響
も
ほ
と
ん

ど
受
け
ず
、
自
分
は
遊
牧
民
族
の
部
族
長
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
し
た
が

っ

て
爾
朱
栄
集
団
の
構
造
は
擬
似
部
落
連

合
体

の
域
を
超
え
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

こ
こ
に
爾
朱
氏
政
権
の
限
界
と
短
命

の
原
因
は
あ
る
。
武
力
で
権

力

を
握

っ
て

も
、
漢
人
士
大
夫
層
と
の
連
携
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
複
雑
な
政
治
機
構
を
持
つ

中
原
国
家
の
支
配
者
で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
爾
朱
氏
政
権
は
五
胡
十
六

国
時
代
の
国
々
の
姿
と
重
な
り
あ
う
。
北
魏
末
期

の
、
漢
人
と
い
ま
だ
分
離
独
立

し
た
意
識
し
か
持
た
な
い
北
人
為
政
者

の
限
界
を
体
現
す
る
。
北
人
と
漢
人
で
共

に
手
を
携
え
て

「
新
し
い
中
国
」
を
作

っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
北
魏
末
期

に
、
爾
朱
栄
は
世
を
託
す
に
足
る
人
物

と
み
な
さ
れ
て

一
時
期
権

勢

を
ふ

る

っ

た
。
し
か
し

「
新
し
い
中
国
人
」
が
形
成
さ
れ
て

「新
し
い
中
国
」
で
あ
る
隋
唐

帝
国

へ
向
か
う
の
は
、
次

の
北
斉
や
北

周
の
時
代
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

北
魏
末
期
の
北
人
社
会
の
状
況
は
こ
の
よ
う
で
は
あ

っ
た
が
、
多
く
の
北
鎮
に
居
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3

住
し
て
い
た
北
人
達

に
政
権
の
中
枢

に
進
出
す
る
機
会
を
与
え
、
北
人
を

「
新
し

い
中
国
人
」
形
成

へ
一
歩
前
進
さ
せ
た
爾
朱
栄

の
功
績
は
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。註①

谷
川
道

雄

『
隋
唐
帝

国
形
成
史
論
』
筑
摩
書
房
、

一
九
七

一
年
。

②

直

江
直
子

「
北
朝
後
期
政
権
為
政
者
グ

ル
㍉

フ
の
出
身

に

つ
い
て
」

『
名
古
屋
大
学

　
東
洋
史
研
究
報
告
』
五
、

一
九
七
九
年
。

③

川
本
芳

昭

『
魏
晋
南
北
朝
時
代

の
民
族
問
題
』
汲
古
書
院
、

一
九
九
八
年
。

④

爾
朱
栄

、
字
天
宝
、
北
秀
容
人
也
。
其
先
居
於
爾
朱
川
、
因
為
氏
焉
。
常
領

部
落

、

　
世
為
酋
帥

。

高
祖
羽
健
、
登
国
初
為
領
民
酋

長
、

率
契
胡
武
士
千
七
百
人
従
駕

平

晋

　
陽
、

定
中

山
。

論
功
拝
散
騎
常
侍
。

以
居
秀
容
川
、

詔
割
方

三
百

里
封
之
、
長
為
世

　
業
。
…
…
羽
健
、
世
祖

時
卒
。
曽
祖
鬱

徳
、
祖
代
勤
、
継
為
領
民
酋
長
。
代
勤
、
世
祖

　
敬
哀

皇
后
之
舅
。

以
外
親
兼
数
征
伐
有
功
、

給
復
百
年
、

除
立
義
将
軍
。

…
…
高
宗

　
末
、
仮
寧
南
将
軍
、
除
肆
州
刺
史
。
高
祖
賜
爵
梁
郡
公
。
以
老
致
仕

、
歳
賜
吊
百
匹
以

　
為
常
。
年

九
十

一
、
卒
。

…
…
贈
鎮
南
将
軍
、

弁
州
刺
拜
史
、

諡

日
荘
。

…
…
父
新

　
興
、
太
和
中

、
継
為
酋
長
。
…
…
牛
羊
駝
馬
、
色
別
為
羣
、
谷
量
而

已
。
朝
廷
毎
有
征

　
討
、
輙
献
私
馬
、
兼
備
資
糧
、
助
裨
軍
用
。
高
祖
嘉
之

、
除
右
将
軍
、
光
禄
大
夫
。
及

　
遷
洛
後
、
特
聴
冬
朝
京
師
、
夏
帰

部
落
。
毎
入
朝

、
諸

王
公
朝
貴
競

以
珍
玩
遣
之
、
新

　
興
亦
報
以
名
馬
。
転
散
騎
常
侍

、
平
北
将
軍
、
秀
容
第

一
領
民
酋
長
。
新
興
毎
春
秋

二

　
時
、
恒
与
妻
子
閲
畜
牧
於
川
沢

、
封
猟
自
娯
。
粛
宗
世

、
以
年
老
啓
求
伝
爵
於
栄
、
朝

　
廷
許
之
。
正
光
中
卒
、
年
七
十
四
。

贈
散
騎
常
侍

、

平
北
将
軍
、

恒
州
刺
史
、

諡
日

　
簡
。

⑤

直
江
前
掲
論
文
註
②
、
川
本
前
掲
書
註
③
、

「
北
朝

的
民
族
問

題

与

民

族

政

策
」

　

(
周

一
良

『魏
晋
南
北
朝
史
論
集
』
所
収
、
中
華
書
局

、

一
九

六
三
年
)
。

⑥

直
江
前
掲

論
文
註
②
。

⑦

宮
崎
市
定

『大
唐
帝
国
』

(
『
世
界

の
歴
史
七
』
河

出
書
房
新
社
、

一
九

六
八
年
)
。

⑧

唐

長
孺

「拓
抜
族
的
漢
化
過
程
」

(『
魏
晋
南

北
朝
史
論
叢
』
所
収
、
生
活

・
読
書

・

　
新
知
三
聯
書
店
、

一
九

五
五
年
)
。



北魏末期の爾朱栄

⑨

川
本
前
掲
書
註
③
。

⑩

田
村
実
造

『中
国
史
上

の
民
族
移
動
期
-

五
胡

・
北
魏

時
代

の
政
治
と
社
会
1
』
創

　
文
社
、

一
九
八
五
年
。

⑪

宮
晦
前

掲
書
註
⑦
。

⑫

内

田
吟
風

「北
朝
政
局

に
於
け
る
鮮
卑

・
匈
奴

等
諸
北
族
系
貴
族

の

地
位
」

(
『
北

　

ア
ジ
ア
史
研
究
匈
奴
篇
』
所
収
、
同
朋
舎

、

一
九
七
五
年
)
、

谷
川
前
掲
書
註
①

、

直

　

江
直
子

「
北
魏

の
鎮
人
」
　
(
『
史
学
雑
誌
』
九

二

一
二
、

一
九

八
三
年
)
、
川
本
前
掲
書

　

註
③
。

⑬
　

「
爾
朱
栄
伝
」

⑭

『魏
書
』
巻
九
粛
宗
紀
。

⑮

　

「粛
宗
紀
」

⑯

谷
川
前
掲
書
註
①

、
内

田
前
掲
論
文
註
⑫

。

⑰

「
爾
朱
栄

伝
」
、

『
魏
書
』
巻
十
孝
荘
紀
。

⑱

窪

添
慶
文

「河
陰

の
変

小
考
」

(
『
榎
博
士
頌
寿
記
念
東
洋
史
論
叢
』
所

収

、
汲

古

　

書
院
、

一
九
八
八
年
)
。

⑲

　

「
孝
荘
紀
」

⑳

或
有
磽
倖

求
官
者

、
皆
詣
栄
承
候

、
得
其
啓
請
、
無

不
遂
之
。

⑳

天
子
由
誰
得
立
、
今

乃
不
用
我
語
。

㊧

　
栄
使
入
京
、
雖
復
微
蔑

、
朝
貴
見
之
莫

不
傾
靡
、
及
至
闕

下
、
未
得
通
奏

、
恃
栄
威

　

勢

、
至
乃
忿
怒
。

⑱
　

「孝
荘
紀
」

⑳
　
時
天
光
控
関
右
、
仲
遠
在
大
梁
、
兆
拠
井
州

、
世
隆
居
京
邑

、
各
自
専
恣

、
権
強
莫

　

比
焉
。

⑳
　
　
『
魏
書
』
巻

十

一
前
廃
帝
紀
。

⑳

　
　『
魏
書
』
巻

八
十
斛
斯
椿
伝
。

⑳
　
　
『
魏
書
』
巻

十

一
出
帝
紀
。

⑱

『
魏
書
』
巻
十
二
孝
静
帝
紀
。

⑲

　
　『
魏
書
』
巻
十
四
上
党

王
天
穆
伝
。

⑳

　
　『
魏
書
』
巻
八
十
樊
子
鵠
伝
。

⑳

　
　『
魏
書
』
巻
八
十
。

⑫

谷
川
前
掲
書
註
①

、
直
江
前
掲
論
文
註
②
。

⑳

　
　
『北
斉
書
』
巻

一
神
武
紀
上
。

⑭

　

『
周
書
』
巻

一
文
帝
紀
上
。

⑳

　
常
在
栄
帳
内
。
栄
嘗
問
左
右
日
、　

「
一
日
無
我
、
誰
可
主
軍
。
」
皆
称
爾
朱
兆

。
日
、

　

「
此
正
可
統
三
千
騎
以
還
、
堪
代
我
主
衆
者
唯
賀
六
渾
耳
。
」

⑳

太
祖
与
岳
有
旧

、
乃
以
別
将
従
岳
。
…
…
太
昌

元
年

、
岳
為
関
西
大
行
台

、
以
太
祖

　
為
左
丞
、
領
岳
府
司
馬
、
加
散
騎
常
侍
。
事
無

巨
細
、
皆
委
決
焉
。

⑳
　
　
『
北
斉
書
』
巻
十
五
庫
狄

干
伝
。

⑳
　
　
『
周
羹
日』
巻
十

六
銷
冱
貝
伝
。

⑲
　
　
『
北
斉
書
』
巻
十
八
司
馬
子
如
伝
。

⑳

註
④

参
照
。

⑪

　
正
光
中
、
四
方
兵
起
、
遂
散
畜
牧

、
招
合
義
勇
、
給
其
衣
馬
。

⑫
　
粛
宗
末
年

、
六
鎮
飢
乱
、
淵

随
杜
洛
周
南
寇

。
後
与
妻
兄
念
賢
背
洛

周
帰
爾
朱
栄
。

　
路
中
遇
寇
、
身
披
苫
褐
、
栄
賜
其
衣
帽
、
厚
待
之
、
以
淵
為
中
軍
副

都
督
。

⑬

栄
性
好
猟

、
不
舎
寒
暑
、
至
於
列
囲
而
進
、
必
須
斉

】
、
雖
遇
阻
険
、
不
得
回
避
、

　
虎
豹
逸
囲
者
坐

死
。
其
下
甚

苦
之
。

⑭

　
初
、
栄
之
将
討
葛
栄
也
、
軍
次
襄
垣

、
遂
令
軍
士
列
囲
大
猟
。
有
雙
冤
起

於
馬
前
、

　
栄

乃
躍
馬
彎
弓
而
誓
之

目
、　

「
中
之
剿
擒
葛
栄
、

不
中
厠
否
。
」

既
而
並
応
弦
而
殪
、

　

三
軍
威
悦
。

⑯

　
栄
以
子
如
明
弁
、
能
説
時
事
、
数

遣
奉
使
詣
闕
、
多
称
旨

、
孝
荘
亦
接
待
焉
。

⑯

　
於
陣
擒
葛
栄
、
余
衆
悉
降
。

栄
以
賊

徒
既
衆
、

若
即
分

割
、

恐
其
疑
懼
、

或
更
結

　

聚
、
乃
普
告
勒
各
従
所
楽
、
親
属
相
随
、
任
所
居
止
。
於
是
鑾
情
喜
悦
、
登
即
四
散

、

　
数

十
万
衆

一
朝
散
尽
。
待
出
百
里
之
外
、
乃
始
分
道
押
領
、
随
便
安
置
、
威
得
其
宜
。

　
擢
其
渠
帥

、
量
力
授
用
、
新
附
者
威
安
。
時
人
服
其
処
分
機

速
。

⑰
　
領

民
酋

長
に

つ
い
て
の
専
論

は
、
佐
久
間
吉
也

「
北
朝

の
領
民
酋
長
制

に
就

い
て
」

　

(
『
福
島

大
学
学
芸
学
部
論
集
』
第

一
輯
、

一
九
五
〇
年
)
、
周

一
良

「領
民
酋
長
与

六

　

州
都
督
」　
(
『
魏
晋
南
北
朝
史
論
集
』
所
収
、
中
華
書
局
、

一
九

六
一二
年
)

が

あ

り
、

　

厳
耕
望

『
中
国
地
方
行
政
制
度
史
』
　
(
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究

所

専

刊

之

四

十

　

五
、

一
九

六
三
年
)

の
第
十
四
章

に

「
領
民
酋
長
」
が
あ

る
。

⑱

　
永
熙
中
、
拝
第

一
領
民
酋
長
。

⑲

直
江
前
掲
論
文
註
⑫
。

⑳

　
及
爾
朱
栄
立
魏
荘
帝

、

市
貴
預
翼
戴
之
勲
。

遷
衛
将

軍
、

光
禄
大
夫
、

秀
容
大
都
　

跏



史 窓

　
督
、
第

一
領
民
酋
長
、
賜
爵
上
洛
県
伯
。

⑪
　

五
世
祖

宗
、
率
衆
帰
魏
、
拝

第

一
領
民
酋
長
、
賜
姓
羽
真
氏
。

⑫
　
及
帰
爾
朱
栄
、
待
之
甚
厚
、
以
平
襲

父
爵
第

一
領

民
酋
長
。

　
　
栄
身
雖
居
外
、
恒
遙
制
朝
廷
、
広
布
親
戚
、
列
為
左

右
、
伺
察
動
静
、
小
大

必
知
。

⑭
　
佐
久
間
前
掲
論
文
註
⑰
。

　
　

『北
斉
書
』
巻

二
十
斛

律
羌
舉
伝
。

⑳

　
　『
周
書
』
巻
十

五
寇
洛

伝
。

⑰
　
昂
、
字
敖
曹

、
乾
第
三
弟
、
…
…
又
随
高
祖
討
爾
朱
兆
於
韓
陵

、
昂
自
領
郷
人
部
曲

　

王
桃
湯
、

東

方
老
、

呼
延
族
等
三
千
人
。

高
祖

日
、　

「高
都
督
純
将

漢
児

、

恐
不
済

　

事

、
今
当
割
鮮
卑

兵
千
余
人
共
相
参
雑
、
於
意
如
何
。」
昂
対

日
、
「
敖
曹
所
将
部
曲
、

　

練

習
已
久
、
前
後
戦

闘
、
不
減
鮮
卑

、
今
若
雑
之
、
情
不
相
合

、
勝
則
争
功

、
退
剿
推

　

罪
、
願
自
領
漢
軍
、

不
煩
更
配
。
」
高
祖
然
之
。
…
…
于
時
、

鮮
卑
共
軽
中
華
朝

士
、

　

唯
憚

服
於
昂
。
高
祖

毎
申
令
三
軍
、
常
鮮
卑
語

、
昂
若
在
列
、
則
為
華
言
。

　
　

谷
川
道
雄

「
北
斉
政
治
史
と
漢
人
貴

族
」

(
前
掲
書
註
①

所
収
)
、
直
江
前

掲

論

文

　

註
②

。

328


